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北九州市民の会 検索

全国革新懇と福岡県革新懇がシンポ

志位・猿田・仲山・纐纈の各氏が発言

東アジアでの平和の準備を
　シンポジウム「東アジアでの平和の準備を　ｉｎ福岡」（全国革新懇、
福岡県革新懇共催）が 5月 17日、福岡市内で開かれました。沖縄
と九州が戦争準備の「最前線」とされ米軍と自衛隊の増強が進むなか
で「平和の準備」を求めることが運動の緊急課題となっているとして
議論が行われました。
　パネリストとして日本共産党議長の志位和夫全国革新懇代表世話
人、弁護士の猿田佐世新外交イニシアティブ代表、弁護士の仲山忠克
沖縄革新懇代表世話人が発言。山口大学名誉教授の纐纈（こうけつ）
厚全国革新懇代表世話人がコーディネーターを務めました。

（しんぶん赤旗　5月 17日）

小倉南革新懇が第15回総会

田村貴昭衆議院議員が講演

〝食と農を考える〟
　6月 7日（土）、小倉南革新懇が第１５回総会を開催しました。参
加者は５７名。記念講演で田村貴昭衆議院議員が「食と農」をテーマ
に国政報告をし、自民党政治からの転換を訴えました。
　田村氏は、米の不足と価格高騰の原因を自民党による長年の減反政
策によるものと述べ、米（コメ）農家が激減してきたことを解説。日
本共産党が食料自給率 50％や農家への直接支援など、農政の転換を
掲げ、国会で追及し、野党とも共同していると紹介しました。
　大軍拡により軍事費の伸び率が他の予算に比べ突出していることを
あげ、一か月後に迫る参院選での比例５議席確保と、消費税の一律5％
減税や税制の転換に向け、決意をのべました。
　山口ゆうと参院選挙区候補と、ことし一月の市議選で初当選した宇
土浩一郎市議らが来賓あいさつしました。

平和ネットが19日定例行動

「学問の自由」の破壊は戦争への道
　毎月１９日に定例で取り組まれている小倉駅と折尾駅での街宣行動がありました。スピ
－チも配布されたビラも二つのテ－マに集約されていました。一つは、日本学術会議解体
法案、もう一つは、コメが高すぎる！でした。
　日本学術会議解体法案では、現行の学術会議法前文にある「わが国の平和的復興、人類
社会の福祉」に貢献するといった言葉がすべて消えています。「学問の自由」の破壊は戦争
への道です。

自民党政治自民党政治からのからの転換転換をを

「東アジアでの平和の準備を in 福岡」で志位和夫議長の
発言を聞く参加者＝17日、福岡市博多区

挨拶する山口ゆうと候補
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2027年市長選挙に向けた活動方針2027年市長選挙に向けた活動方針

市民要求実現へ議論スタート市民要求実現へ議論スタート
「市民の会」が第37回幹事会開催

　6月 26日（木）、「市民の会」が、１年半後に迫る北九州市長選挙を
闘う体制づくりを検討するための「幹事会」を開催しました。活動方
針案を紹介します。
　最初に、荒川徹市議団長が市政報告をしました。武内市政の 5つの
特徴を明らかにして、市政が変わらなければならないことを明らかに
しました。

「市民の会」の活動方針案は、①から⑤にまとめられます。
①  石破政権は、大軍拡・大増税による「戦争する国」づくりに邁進し
ています。このような国の悪政にNOと言えず、トップマネジメン
トで「稼げるまち」づくりを目指しているのが武内市政です。国の
悪政（大軍拡・大増税）にNO！と言える市長を実現し、住民本位
の市政をつくるために、今から、市長選対策を強化し奮闘していき
ます。

②  武内市政は、赤字の大型開発の検証なしに、「下関・北九州道路」を
推進しています。無駄な赤字の大型開発はストップし、税金は、地
元経済の振興に使います。

③  武内市政の「新ビジョン」は、徹底した市民サ－ビスの切り捨てに
よる「行財政改革」です。これに反対し、見直しをはかります。

④  市政を変えるのは、市民の要求運動です。市民要求を汲み上げ、運
動化し、議会闘争を通じて、市政の改善につなげます。当面、大き
な市民運動に広がっている以下の 4つの市民要求運動に専念し、要
求実現まで闘い通します。

＜4つの市民運動と要求の実現＞
●学校給食の無償化をめざす会」の運動を進め、必ず無償化を実現
します。
●高齢者補聴器購入助成制度の創設を目指します。
●初代門司港駅跡の保存を求める会」を支援し、地域文化財の価値
を大切にする市民運動を広めます。
●市民センタ－の営利目的団体の使用が４月実施されましたが、引
き続き利用実態の把握と土・日利用の拡大など、利用団体の要求を
あつめ改善を求めていきます。

＜北九州地域の軍事基地化を許さない！＞
　北九州空港が特定利用空港に選定され、軍事利用が危惧されます。
武内市長は、国の先決事項として、これを承認し、市民への説明を
無視したままです。北九州地域の軍事基地化を許さない闘いを広め
ていきます。

⑤  行財政改革の一環としての「公共施設マネジメント実行計画」は、
根本的に見直し、公共施設を、住民本位の街づくりに活用し、各区
の街づくりを区民の会を中心に自ら考えつくり出す方向を模索しま
す。そのためにも、「区民の会」活動を充実・発展させていく必要が
あります。


